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はじめに
弥生時代における原始家屋の立柱技法を
具体的に知る住目すべき資料を，佐賀平野
の特に低地における近年の発掘調査によっ
て，我々は今日入手できるようになった.
これまでに判明したこれらの立柱技法を示
す資料を収集して，以下のように同時代に
おける原始家屋の立柱技法の歴史的展開を
考えることができょう.
1. r掘堅めたる柱j
古代における国内の立柱技法は，礎石の
上に柱を立てる高度な建設技術が大陸より
伝来する以前では，全て掘立柱であったと
一般に考えられている.地面に穴を掘り柱
をこの穴の中に埋め立てるという簡単で原
始的な立柱技法と思われており，この柱を
掘立柱と呼んでいる.今日では掘立柱式の
建物と言うと粗末な建物を想録しがちであ
るが，例えば式年造替で現在建設されてい
る伊勢神宮の美しい諸殿宇がこの掘立柱を
用いていることはよく知られているように，
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古代においては広く一般的にかつ高級な建
物にも採用されていた立柱技法と考えられ
ている.この掘立柱は繭朽が早かろうとい
う推測のもとに技術的には不利という理解
もあり得ょうが，古代における長年月の愛
用は f祝詞j大殿祭にも見えるように大地
にしっかりと堅めて立てるという積掘的な
意味をもっ f掘堅めたる柱Jという意義が
あったと考えられる.
2.掛り方のみの擁立柱
例えば神埼町と三田川町に跨がる在野ヶ
里遺跡の集落社内の諸建物跡に見るように，
掘立柱は掘り方のみを今日に残すものが多
い.この発掘調査の結果から判断して，不
整形平面の穴を掘りこの穴の中に柱を樫め
立てたのみであろうと単純に考えられてき
た
3 .礎板等の描立柱下の工法
標高約7.0mの小城郡三田丹町土生遺跡
の本格的な調査が行われたのは，筆者も参
加した昭和46年 (1971)8月からである.
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当土生遺跡の弥生時代後期における掘立柱
自身の残存状況は，それまで立柱技法を知
るよで圏内で代表的な遺跡であった描岡県
伊佐座遺跡や大分県安国寺遺跡と比べても，
非常に良好であった.底部の平坦な最も太
い柱2では，図-1で判るように，柱下に
は何ら工法は施されていなかった.柱3の
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土生遺跡柱7とその礎板の実測悶(繁華言笑測・製図)
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写真-1 土生遺跡柱Bの出土状況
(筆者擬彩)
みは底部に麓のような植物が敷かれていた
が，間-2に示す柱7 (随一3)の場合の
ように，礎板を用いる掘立柱が多かった
真一1)，これら礎板等を底部に敷く柱は，
柱の癌部が立木を切り倒したままのように
尖っているものが多かったので，これらの
柱を掘立式にすることから生じる沈下に対
する柱下の工法と考えられた.
4.各壌の礎槙
近年に成って，土生遺跡よりさらに低地
修恒三??
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の佐賀平野における発掘調査によって，柱
下に置く材として板というよりは半丸太に
近い断面の材が敷かれる摺立柱がかなり多
く検出された.これらの半丸太材の中には，
掘立柱の底部の欠き込みと組み合うように
切り欠きが作成されている例も多い.例え
ば武雄市茂手遺跡や同市小野原遺跡(国-
4 )で出土している半丸太材の礎板がその
実例である.また，例えば神埼的利回柳遺
跡や武雄市小野原遺跡(図-5)の出土例
が典型のように長さ約50"-'60cmの半丸太材
の中央部両側に欠き込みをつくり柱露間の
欠き込みと組み合わせるようにしたものも，
礎板として使用して沈下の防止を考慮した
工法と考えられる.
5 .筏基礎
さらに最近になって，武雄市小野原遺跡，
同市茂手遺跡、と関市みやこ遺跡等において
軟弱地盤における立柱技法と考えられる筏
を弥生時代後期のものとして検出する
に至った.例えば臨-6の小野原遺跡の柱
P， 9の場合は，柱穴は約O.9XO.8mのほぽ
方形であり，深さは現在O.7mを測る.この
柱穴底部に長さ約30"-'40cmの割材を南北方
向に 6本敷き，それらの割材のよに長さ約
60cm程の割材を車交させて2本のせ，さら
にその上に竪杵状の材を直交させて 1本置
くが，この竪杵状の材に唐部に欠き込みの
s 
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間-4 小野原遺跡出ことの礎板と柱根の実;l.i]図 cr参考文献8Jより)
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箆-5 利凶柳遺跡IIR出土のP.56柱とその礎板の実測密 (r参考文献3Jより)
ある柱が跨がる.この竪杵状の材が柱を通
じて上部の加重を下へ伝える役目を果たし
ており，この竪杵状の材より下方の井桁組
はましく筏基礎である.これは今自いうと
ころの浮き基礎Cfloatingfoundation) 
を採用したものであり，このことは軟弱地
盤に十分対応できる浮き構造 (floating
construction)を経験的に弥生時代より知
っていたということになろう.
この竪杵状の材が巨大な礎板となるもの
もつい最近発掘された.自石田I船野遺跡に
おける例である.約90x 65cmの大きさで摩
P9 
図-6 小野原通跡P.9柱の出土状態実測密
(r参考文献8jより)
さ約25cmの礎板が出土しており，この註大
な礎板上蕗には直窪約30cmのほぽ正円に近
い柱底部があたる出みを丁寧に彫り込んだ
ものである.この場合もこの院大な礎板の
下に筏基礎が採用されている.現在方形に
配置する 4本の柱で建つと考えられるこの
建物跡は，発掘区域外に位置する 1本の柱
を除いて他の3本の柱の工法ともいずれも
関じように巨大な礎板を用いる工法を用い
ていることが確認された.
6 .さらに高度な工法
今自でも軟弱地盤対策に苦鹿している白
石賄において，昭和63年度に湯崎東遺跡で
軟弱地盤を克服するための高度な立柱技法
を示す具体的資料が検出された. 4本柱で
建つと考えられる当建物は 4柱とも全て
同様な高度な立柱技法を示している.図…7
の柱P.99のあり方が示すように，半丸太材
を2本ずつ井桁状に組んで筏基礎とした上
に，丸太の柱の底部から約1.0m上に方形の
貫通孔をつくり，ここにほぼ長方形の角材
を通し，この角材を断面縦長に使用して，
下の井桁状の筏基礎に加重を伝えていると
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図-7 湯崎東遺跡P.99柱の出土状態実測図
(白石町教育委員会提供)
考えられる.この工法も弥生時代後期のも
のと考えられている.
おわりに
発拙調査が佐賀平野の低地に及ぶ今から
ほんの10年程前までは，軟弱地盤である有
明海沿岸は生産の地ではあったとしても，
建造物等の工作物は敢えて建設されなかっ
ただろうと推測されていた.が，今や，本
稿で述べたように弥生時代後期における立
柱技法において，浮き構造(floatingcon-
はruction)さえ経験的に知り採用していた
ことが具体的に提示できた.このような高
度な技法をすでに獲得していたことが証明
できたからには，弥生時代から軟弱地盤地
域の積極的利用が行われたことも十分予測
しておかなければならなくなった.
筏基礎を用いた例として掲げた白石附船
野遺跡における巨大な礎板を伴う 4本柱の
建物および高度な工法を用いた例として掲
28一一→民平地研究No.2 MARCH 1993 
げた同じく白石町の湯時東遺跡における 4
本柱の建物としてよく判る 2つの建物跡か
ら想定して，従来の考古学上の知見を勘案
すれば，これらの建物は高床式の倉庫とし
ての機能をもっ建物と考えざるを得ない.
例えば民俗例としては沖縄県はじめ南西諸
島に今日も見られる穀物倉としての高床式
の倉庫が4本柱の建物である.しかし，軟
弱地盤利用のために克服すべき立柱技法の
存在が保証されたのだから，倉庫以外の機
能をもっ建物もしくは工作物の建設が十分
可能であったと考えられ，佐賀平野の軟弱
地盤地域における今後の考古学的諦査が期
待される.
さらにこの軟弱地盤地域は木材の残存状
態が非常に良好であることから，これまで
誰も成し得なかった原始家屋の埋没したま
まの所謂埋没家屋の発掘さえ期待できる.
おわりに，一雷すべきは，好条件下の地
域にのみ発展が約束されているので誌なし
以上立柱技法の展開をもって京し得たよう
に軟弱地盤という悪条件下の地域に挑んで
いった人間の英知にこそ発展が約束されて
いるのであることを具体的に知ることので
きる格好の地がここ佐賀平野であるという
ことである平成2年12月12日了)
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